
 
 
 

沿      革 
 

 
昭和31.10. 1  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の施行 

 32. 6. 1  県下に県費負担学校事務職員を配置 

11. 1  愛知県公立学校事務職員研究会が組織される  ※安城・中部小学校  

       初代会長に大屋定市氏選出 

 33. 4. 1  事務職員の担当校制発足 

37. 5.20  研究大会開催される             ※岡崎・甲山中学校  

 38. 5.10  同上                    ※同上 

  41. 4. 1  採用試験が選考試験から競争試験に切り替わる 

    5.    給料支給事務の電算化 

  44. 1. 1  主査制の施行 

47. 9.22～ 河口一二氏、事務職員として全国初の海外派遣 ※ヨーロッパ方面 

  48. 2.23  市町村立学校事務職員の職の設置の基準に関する規則制定 

    4. 1  市町村立学校事務職員の職の設置の基準に関する規則の施行 

    4. 1  愛知県小中学校事務職員新規採用者職場研修要項の施行 

    10.23   第１１回研究大会開催される         ※岡崎勤労会館 

  49. 3. 8  研究発表大会が開催される          ※岡崎勤労会館 

  50. 2. 7  第６回東海大会が開催される         ※岡崎市民会館 

    4. 1  小中学校事務職員全校配置実施 

     4. 1  愛知県教育委員会の権限に属する事務の一部を市町村教育委員会に委任 

        する規則の施行 

        規則により県教育委員会は扶養手当・通勤手当・住居手当・児童手当の認定事務を市

町村教育委員会に委任 

        市町村教育委員会は通達により小中学校長に内部委任 

    9. 1  西三管内で指導員制を施行 

    10.16  市町村立学校事務職員の職の設置に関する規則の一部改正 

        事務長の設置 

    11. 8  愛知県学校事務職員組合（愛事組）発足 

 50.     第１回 地区別報告会開催される 

  51. 4. 1  愛知県財務規則の一部改正 

        ４等級主査以上の事務職員は資金前渡員になる 

  52. 1. 1  学校事務職員が週休２日制試行 

    4. 1  事務主任がこの日までに発令される 

 53. 9. 1  学校事務職員に産休補充制度実施 

 55. 4. 1  給与等の資金前渡員に事務主任を指定 

 56. 2.   第１回文化展開催される                      ※岡崎市美術館 

 63.11. 2  第26回県大会が開催される                    ※岡崎市民会館 

平成 2. 4. 1  西三河管内で指導員顧問ができる 

  4. 7. 1  主事級主任制度導入 

  6. 4. 1  「西三河公立小中学校事務職員研究会」に名称変更 

  7．3.31  「学校事務指導員設置要綱」廃止 

   4. 1  「事務指導員設置要綱」施行により指導員顧問を廃し主任指導員を設置 

   4.16  主査の７級格付適用 

  8．3.31  指導員制廃止 

   10.11. 6    平成10年度県大会が開催される              ※安城市民会館ほか 

  11. 4.13    「報道部」から「広報部」に名称変更 

   12. 2.11～13 第20回文化展開催   今回をもって終了        ※岡崎市美術館 



   13. 4. 1    県事研の１局３部制変更等組織改革に伴い、市区町村連絡会が発足 

               ７市２郡の郡市代表理事で対応 

  13. 7. 9    「西三Ｊ-ｎｅｔ」（西三事研単独ホームページ）の開設 

  14.10.11    平成14年度県大会で安城市（第１分科会）が発表する  ※蒲郡市民会館 

   16. 7.12  第１回西三河学校事務情報交換会が開催される 

   16.10.22    平成16年度県大会が開催される          ※西尾市文化会館 

17.10.31  愛知事務研「ナレッジサイト」に「西三Ｊ-ｎｅｔ」のサーバー移行 

   18. 1. 1    額田町が岡崎市に編入合併される 

   18. 4.11    岡崎市と額田町の合併を受け、地区名を額田から幸田に会則改正する 

   18.12. 1  第１回学校事務研究報告会が開催される       ※刈谷市民会館 

  19. 4. 1  主任の設置 

   20. 4. 1  豊田加茂教育事務所が西三河教育事務所に統合される 

  20. 8.20  第１回西三事研・豊田事研連絡会が開催される 

  20.10.24  平成20年度県大会で西三事研（第３分科会）が発表する 

                             ※豊田産業文化センター 

  21. 2. 5  平成20年度東海大会で西三事研（第６分科会）が発表する 

                            ※羽島市フォロ・ロマーノ 

 22.11. 2  第１回学校事務研究会が開催される    ※刈谷市総合文化センター 

 23. 4. 1  幡豆郡３町（一色町、吉良町、幡豆町）が西尾市に編入合併される 

 23. 4.13  西尾市と幡豆郡３町の合併を受け、地区名から幡豆を削除の会則改正する 

 24. 4.13    会則第16条に特別委員会を追加する 

 25. 4.12  岡崎市を４地区から１地区にし、地区数を１１から８に会則改正する 

25.12.24  市町村立学校事務職員等の任命についての一部改正（総括事務長職の設置） 

26. 1.20  小中学校事務の共同実施を進めるにあたっての事務処理体制について、県教委共同

実施モデル案が通知される 

26. 4. 1  刈谷市、安城市、幸田町において小中学校事務の共同実施が始まり、総括事務長が

配置される 

26.10.24  平成26年度県大会で西三事研（第２分科会）が発表する ※蒲郡市民会館 

27．4. 1  岡崎市、碧南市、西尾市、知立市、高浜市において小中学校事務の共同実施が始ま

る 

28. 4.14 広報部の名称を事務支援部に変更の会則改正する 

29. 4. 1    学校教育法施行規則の一部改正により、事務職員は事務に「従事する」から「つか

さどる」に改められる 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正で「共同学校事務室」を置く

ことができるとされる 

愛知県教育委員会から「市町村立学校事務職員の標準的な職及び標準職務遂行能力

の制定について」通知される 

30. 1. 5    愛知県教育委員会から「学校事務職員の校務運営への参画について」通知される 

31. 4. 1    岡崎市、碧南市、幸田町で共同学校事務室が設置される 

令和 2. 4. 1  安城市、刈谷市、西尾市、知立市で共同学校事務室が設置される 

2.10.23    令和２年度県大会で西三事研が支部発表を予定していたが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止の観点から集合開催が中止となり、研究のまとめでの紙上発表を行う 

 2.11.16  高浜市で共同学校事務室が設置される 

 5. 3.28  愛知県教育委員会から「令和５年度愛知県市町村立学校事務職員研修計画（令和５

年４月１日作成）について」通知される 

 5. 5. 9    「西三河公立小中学校事務職員研究会 慶弔規定」廃止 

      総会開催方法の多様化への対応及び慶弔規定廃止による関係条項削除の会則改正す

る 

7. 5. 8  理事の定数を会員数基準から学校数基準に変更の会則改正する 

 



 

歴 代 会 長 

 

初代  大屋  定市  昭３２年  

２代  鈴木  秀夫   ３３年  

３代  吉村  由則   ３４年  ～  ３６年  

４代  河口  一二   ３７年  ～  ３９年  

５代  鈴木  久夫   ４０年  ～  ４２年  

６代  手嶋  伴蔵   ４３年  

７代  稲葉  茂夫   ４４年  

８代  稲垣   豊   ４５年  

９代  山本   学   ４６年  

10代  渡辺  亘夫   ４７年  

11代  鈴木   豊   ４８年  ～  ４９年  

12代  早川  登喜夫  ５０年  ～  ５１年  

13代  稲葉  茂夫   ５２年  

14代  鳥居  仁司   ５３年  

15代  加藤  三男   ５４年  ～  ５５年  

16代  鈴木   豊   ５６年  ～  ５７年  

17代  藤谷  秀玲   ５８年  ～  ５９年  

18代  太田  邦明   ６０年  ～  ６１年    

19代  杉山   稔   ６２年  ～  ６３年  

20代  清水   隆  平  元年  ～   ２年  

21代  鳥居  信悟    ３年  

22代  福尾  正実    ４年  ～   ５年  

23代  杉浦  純子    ６年  ～   ７年  

24代  加藤  隆司    ８年  ～   ９年  

25代  山田  福巳   １０年  ～   １１年  

26代  加藤  勝彦     １２年  ～   １３年  

27代  糟谷  初江     １４年  ～   １５年  

28代  山本  昌二   １６年  ～   １８年  

29代  髙津  佳子   １９年   ～  ２０年  

30代  由良   孝   ２１年  ～  ２２年  

31代  杉山  敦子   ２３年  ～  ２４年  

32代  石川  隆一   ２５年  ～  ２７年  

33代  早川  智美   ２８年  ～  ２９年  

34代  野村  照吾   ３０年  ～令  元年  

35代  髙橋  直樹    ２年  ～   ４年  

36代  松下  直孝    ５年  ～   ６年  

37代  小林  佐喜子   ７年  ～

 


